
モデル動物ゼブラフィッシュを用いて脳の謎に迫る！	
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私たちは、モデル脊椎動物ゼブラフィッシュにおいて、トランスポゾンを⽤いた
遺伝⼦トラップ法を実施し、特定の神経細胞で酵⺟転写因⼦Gal4を発現するトラ
ンスジェニックゼブラフィッシュを⼤規模に作製しています。それを基にして、
脳神経活動のカルシウムイメージング法、光遺伝学・分⼦⽣物学に基づいた神経
機能操作法を駆使して、動物の複雑で多様な⾏動を作り出す脳の働きの基本原理
を理解することを⽬指しています。�
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ゼブラフィッ
シュ幼⿂の捕
獲⾏動�

ゼブラフィッシュ稚⿂の餌となるゾ
ウリムシが、視界の中で泳ぎ回ると
きの脳における神経活動の可視化�

川上研究室ウェブサイト　http://kawakami.lab.nig.ac.jp/　	

体⻑約4cm、インド原産�
の⼩型の熱帯⿂。〜２万
６千個の遺伝⼦の約70%�
はヒトと共通している。�

透明な胚。速い発⽣過程。�
受精後５⽇⽬で⾃発的な
摂餌を始める。�

多産。容易な繁殖。�

安価な維持、管理。� 特定の細胞の可視化�

特定の細胞の機能操作�

遺伝⼦破壊変異の⽣成�

研究テーマ：動物の⾏動を⽣み出す脳のはたらきを理解する�

ゼブラフィッシュとは？� 遺伝⼦トラップ法によるGal4発現�
トランスジェニックフィッシュの作製�

特定の細胞でGal4を発現する�
トランスジェニックゼブラフィッシュ�

捕獲⾏動、⾷欲の研究�

恐怖条件付け学習⾏動に必須な神経回路の研究�

ライト ON�

ライト点灯後、10秒以内に安全なコン
パートメントへ逃げない場合、電気
ショックを与える。�

安全なコンパートメント�
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脳の働きのうち最も不思議なものの⼀つは、経験によって得た情報を貯蔵し、必要に応じてその情報を引き出すことが出来ることです。
私たちは、ゼブラフィッシュ成⿂の恐怖条件付け学習をモデルとして、記憶学習⾏動の神経基盤の解明を⽬指しています。�

恐怖条件付け学習に必要な脳領域�
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ゼブラフィッシュ幼⿂は⽣後４⽇⽬から活発
に餌を捕獲します。捕獲⾏動に必要な、視覚
による餌の認識、など、複雑で興味深い神経
プロセシングのメカニズムを細胞レベルで解
明することを⽬指しています。�


